
第 4 回

リカバリ ー

㌧パ レ ー ド ｢ 回復の祭典｣

仙台
2 0 1 7 年 9 月 1 8 日 ( 月 ･ 祝)

1 2

1 3

3 0 集合

0 0 出発
1｣ カ バ リ ー ･ パ レ ー ド ｢ 回復の祭典｣ とは

｢ 社会の偏見を取り除く のは回復者自身の責任である｣ ～ ウ イ リアム ･ L ･ ホワイト

依存症､ 精神障がい ､ 生きづらさの病気 ･ 阻難は回復が可能です｡

■ しか し､ 回復は可能であり､ 新しい生き方を手

にする ことができる とい う事実は､ 社会の 中で ほとん ど知られてお らず､ 病気 ･ 因難を抱える本人や家族の人たち

にもよく知られて いない状況にあります｡ ■ 回復が信 じられず､ 回復の道につ ながるきっ かけが得られず､ 長いあい

だ病気 ･ 困難を抱え続け ､ ある いは悪化させて いき､ やがて は死 んでいく人たちも無数にいます｡ そ して ､ 社会に

はこれらの病気 ･ 囲 矧こ対する無知 と偏見が少なか らず存在 して います｡ 私たちは､ こ のリカバリ ー
･ パ レ

ー ド ｢ 匝】

復の祭典｣ を通 じて ､ 何よりも自分た ちの 回復の喜びを分から合いたい と考えます｡ ･ そ して ､ 私 たらを通じて回復

を見ても らうこ とか ら､ 社会の人たらが､ 回復は可能で あり､ 現実であるこ とを知るよう になり､ これまでよ りず
つ と多く の人たらが回復を実現できる社会 にな っ て い くと考えて い ます｡ リカ バー｣ -

･ パ レ
ー

ド ｢ 匝】復の祭典｣ を実

現し､ これを通 じて社会に私たらを知っ て もらうようにすることは､ 貴重なかけがえのない回復とい う経験と力を

得た私たちの 責任でもある と考え､ 新 しい 一 歩をみん なで作り出していこう ! とするものです｡




